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２
月
定
例
県
議
会
は
、１
月
29
日
に
招
集
さ
れ
、３
月
２
日
ま

で
の
33
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、令
和
３
年
度
一

般
会
計
予
算
等
の
議
案
80
件
、報
告
２
件
が
上
程
さ
れ
、知
事
か

ら
提
案
理
由
説
明
と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
の
質
問
初
日
に
は
、議
員
発
議
に
よ
る「
千
葉
県
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」が
上
程
さ
れ
、提
出
者
の
趣
旨
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
か
ら
６
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
代
表
質
問
お
よ

び
一
般
質
問
は
、23
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
、防
災
対
策
、福
祉
、道
路
、

教
育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
の
一
般
質
問
終
了
後
、令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
が
追
加
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、先
議
と
な
り
、付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会（
総
務
防

災
・
商
工
労
働
）で
審
査
し
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
、採
決
の
結

果
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
の
一
般
質
問
終
結
後
、令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
等
の
議
案
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、２
月
16
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、予
算
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、令
和
３
年
度
予
算
議
案
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、２
月
19
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
・
発
議
案（
千
葉
県
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
）に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
日
に
は
、議
案
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案

理
由
説
明
が
あ
っ
た
後
、付
託
さ
れ
た
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
で

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
再
開
後
、総
括
審
議
と
し
て
各
常
任
委
員
会
委
員
長
の

審
査
結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、追
加
上
程
さ
れ

た
議
案
を
含
む
84
件
の
議
案
と
発
議
案（
千
葉
県
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
）が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、人
事
案
件
15
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、採
決
の
結
果
、同

意
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
員
発
議
に
よ
る「
議

員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」お
よ

び
意
見
書
15
件
の
う
ち
２
件
を
可
決
し
、今
定
例
会
に
付
議
さ
れ

た
全
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼
財
政
問
題

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

▼
災
害
対
策

▼
高
齢
者
施
策
の
推
進

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
県
内
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自 民 党

関
せき

政
まさ

幸
ゆき

議員
（千葉市緑区）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

▼
人
事
行
政

▼
平
和
行
政

▼
停
留
所
の
安
全
性
確
保
対
策

立 千 民

安
あん

藤
どう

じ
じ

ゅ
ゅ

ん
ん

子
こ

議員
（松戸市）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

▼
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

▼
防
災

▼
雇
用

▼
教
育
環
境
の
整
備

▼
医
療
問
題

公 明 党

鈴
すず

木
き

和
かず

宏
ひろ

議員
（市原市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会

　
質
問
項
目

　
２
月

　
検
索

代
表
質
問

代
表
質
問

2
月
4
日（
木
）

2
月
5
日（
金
）

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
調
理
師
に
よ
る
県
民
の
食
生
活
の
向
上

に
関
す
る
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
千
葉
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例

▽
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
設
置
管
理
条
例

▽
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
▽
千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

▽
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

◆
そ
の
他（
36
件
）

▽
契
約
の
締
結（
２
件
）

▽
契
約
の
変
更（
２
件
）

▽
財
産
の
処
分

▽
権
利
の
放
棄（
７
件
）

▽
千
葉
県
競
馬
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議

▽
和
解

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額（
３
件
）

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

▽
専
決
処
分
の
承
認（
３
件
）

▽
千
葉
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意（
15
件
）

〈
議
員
提
出
〉

◆
条
例
の
制
定

▽
千
葉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

▽
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

関
す
る
意
見
書

▽
台
湾
の
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）へ
の

参
加
を
求
め
る
意
見
書

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案

◆
令
和
３
年
度
予
算
関
係（
24
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
23
件
）

◆
令
和
２
年
度
補
正
予
算
関
係（
27
件
）

▽
一
般
会
計（
３
件
）

▽
特
別
会
計（
24
件
）

◆
条
例
の
制
定

▽
千
葉
県
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
12
件
）

▽
知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

　２月定例県議会において、議員提案による
「千葉県犯罪被害者等支援条例」が全会一致で
可決されました（令和３年４月１日施行）。
　この条例は、犯罪被害者等への支援の基本と
なる事項を定めること等により、支援を総合的
かつ計画的に推進し、被害の早期の回復・軽減、
犯罪被害者等の生活再建の支援や権利利益の
保護を図ることによって、社会全体で犯罪被害
者等を支え、県民の誰もが安心して暮らせる地
域社会の実現に寄与することを目的としてい
ます。
　主な内容としては、基本理念として、犯罪被

害者等支援は、誰もが犯罪被害者等になる可能
性があることを踏まえ、相互扶助の精神に基づ
き、社会全体で一丸となって推進されなければ
ならないことなどを規定しています。
　また、県は、犯罪被害者等支援を総合的かつ
計画的に推進するために、支援推進計画を定
め、公表するとともに、総合的な支援体制を整
備し、市町村や民間支援団体への支援を行うこ
ととしています。
　さらに、支援従事者の育成や支援内容の充実
に加え、支援の必要性等について県民の理解促
進を図っていくこととしています。

「千葉県犯罪被害者等支援条例」を可決

会  派  等  名 略称 議員数
自由民主党千葉県議会議員会 自民党 52人
立憲民主・千葉民主の会 立千民 17人
公明党千葉県議会議員団 公明党 8人
千翔会 千翔会 4人
日本共産党千葉県議会議員団 共産党 2人
平和の党 平和党 1人
社民党 社民党 1人
千葉県民の声 県民声 1人
市民ネットワーク 市民ネ 1人
リベラル民主 リベ民 1人
無所属議員 無所属 5人

会派等別議員数

定数94人  現員93人 （令和３年４月１日現在）
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認
識
し
て
い
る
。

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
最
大
40
万
円
を
支

給
す
る
中
小
企
業
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
、

売
り
上
げ
減
少
の
比
較
期
間
の
延
長
や
対

象
拡
大
な
ど
を
行
い
、
約
９
万
８
千
件
の

申
請
に
対
し
て
、
約
２
３
１
億
円
を
支
給

し
た
。

　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
実

質
無
利
子
・
無
担
保
の
県
制
度
融
資
に
つ

い
て
も
、
昨
年
末
時
点
で
約
３
万
件
、
約

５
４
０
０
億
円
の
利
用
が
あ
り
、
多
く
の

利
用
申
込
者
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
12
月
末
ま
で
で
あ
っ
た
申
込
期
限
を

本
年
３
月
末
ま
で
延
長
し
た
他
、
無
利
子

と
な
る
融
資
枠
を
４
千
万
円
か
ら
６
千
万

円
に
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
受
け
、

人
の
流
れ
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影

響
は
幅
広
い
業
種
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
国

に
対
し
て
、
持
続
化
給
付
金
お
よ
び
家
賃

支
援
給
付
金
の
再
度
の
給
付
や
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
さ
ら
な
る
延
長

に
つ
い
て
、
全
国
知
事
会
等
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ

る
中
小
企
業
を
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て

い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
昨
年
か
ら
開
始
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
準
備
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

先
月
12
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
内
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
整
備
班
」
を
設
置
し
た
。

　

ま
ず
は
、
医
療
従
事
者
等
へ
の
優
先
接

種
を
実
施
す
る
た
め
、
医
療
関
係
団
体
や

市
町
村
等
と
連
携
し
、
接
種
施
設
を
選
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
が
示
す
３
月
中

旬
か
ら
接
種
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
対
象

者
の
リ
ス
ト
作
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

財

政

問

題

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染

者
が
急
増
し
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
２

月
補
正
予
算
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重

視
し
て
編
成
し
た
の
か
。

答　

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
医
療
従
事
者
へ
の
接
種
体
制
等

の
調
整
や
専
門
的
な
相
談
に
対
応
す
る

・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
活
用
な

ど
、
自
宅
療
養
し
て
い
る
人
に
対
す
る

健
康
管
理
体
制
を
強
化
す
る

・
病
床
確
保
や
検
査
体
制
に
つ
い
て
患
者

数
の
急
増
に
し
っ
か
り
対
応
す
る

な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な
予
算
を
計
上
し
、

万
全
な
体
制
を
取
っ
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
国
の
大
型
経
済
対
策
に
対
応

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
２
月
補
正
と

し
て
は
近
年
最
大
規
模
の
予
算
を
計
上
し
、

道
路
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う
、
河
川
海
岸
事
業
等
の
防
災
・

減
災
対
策
や
、
農
業
の
競
争
力
強
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

な
お
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
さ
ら
な
る
拡
大
な
ど
、
状
況
に

変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
補
正
予
算
の
追

加
提
案
や
予
備
費
の
活
用
な
ど
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長

期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
中
小
企

業
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と

　

今
後
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
県
民
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
、
広
域
的

な
視
点
か
ら
助
言
や
調
整
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
県
民
や
医
療
機
関
等
に
対
す
る

専
門
的
相
談
体
制
を
構
築
し
、
県
民
が
円

滑
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

着
実
に
準
備
し
て
い
く
。

災

害

対

策

問　

東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
房
総
半

島
台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
、

防
災
対
策
の
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
時
の
被
害

を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
に
重
点
を
置
き
、

学
校
や
防
災
拠
点
等
の
耐
震
対
策
、
堤
防

の
か
さ
上
げ
等
の
津
波
対
策
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
等

の
一
連
の
災
害
で
は
、
県
の
初
動
対
応
や

情
報
収
集
な
ど
で
、
十
分
で
な
い
点
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、

配
備
基
準
の
見
直
し
等
に
よ
る
初
動
対
応

の
迅
速
化
、
市
町
村
へ
の
早
期
情
報
連
絡

員
派
遣
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
強
化
、

電
力
会
社
と
の
協
定
の
締
結
に
よ
る
停
電

の
早
期
復
旧
体
制
の
整
備
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
本
県
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
訓
練
等
を
通
じ
て
、
不
断
の

点
検
・
見
直
し
を
行
い
、
自
助
・
共
助
・

公
助
が
一
体
と
な
っ
た
災
害
に
強
い
千
葉

県
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
施
策

の

推

進

問　

今
後
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
日
常
生
活
の
支
援
の
促
進
や
、
在
宅
医

療
と
介
護
を
一
体
的
・
継
続
的
に
提
供
す

る
た
め
の
関
係
団
体
の
連
携
強
化
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
材
育
成
な
ど
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支
援

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
町
村
の
取
り
組
み
状
況
を

訪
問
調
査
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
に
よ
り
詳

細
に
分
析
し
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
た

上
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど
、

よ
り
一
層
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。

農
林
水
産
業

の

振

興

問　

主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の
転
換

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。

答　

高
齢
化
の
進
展
や
食
の
多
様
化
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に

よ
り
主
食
用
米
の
需
要
が
減
少
し
て
お
り
、

価
格
の
大
幅
な
下
落
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
主
食
用
米
の
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
飼
料
用
米
な
ど

へ
の
転
換
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、
令
和
３
年
産
米
の

生
産
調
整
に
向
け
、
転
換
実
績
な
ど
に

応
じ
た
従
来
の
助
成
に
加
え
、
県
が
行
っ

て
き
た
転
換
面
積
の
増
加
分
に
対
す
る

助
成
に
も
併
せ
て
、
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
県
で
は
、
こ
の
増
加
分
に

対
す
る
助
成
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
継
続
分
に
対
す
る
助
成
単
価
も
引
き

上
げ
る
。
こ
の
国
と
県
の
支
援
の
拡
充
措

置
を
広
く
農
業
者
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
転
換
の
促
進
を
図
っ

て
い
く
。県

内
の
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問　

圏
央
道
や
北
千
葉
道
路
、
新
た
な
湾

岸
道
路
な
ど
の
広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

圏
央
道
の
大
栄
・
横
芝
間
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
の
開
通
に
向
け
、
着
実

に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
日
も
早

い
全
線
開
通
に
向
け
、
沿
線
市
町
と
一
体

と
な
っ
て
、
国
や
東
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
に
最
大
限
協
力
し
て
い
る
。

　

北
千
葉
道
路
で
は
、
成
田
市
押
畑
か
ら

大
山
間
で
、
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

工
事
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、
市
川
市
か
ら
船
橋
市
間
に
つ
い
て

は
、
先
月
に
都
市
計
画
変
更
の
手
続
き
を

完
了
し
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、

来
年
度
の
国
に
よ
る
新
規
事
業
化
を
要
望

し
た
。
大
臣
か
ら
「
国
と
し
て
も
最
重
要

の
案
件
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
の
前
向
き
な
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
、
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ

た
新
た
な
湾
岸
道
路
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
計
画
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
来

年
度
か
ら
は
専
門
の
班
を
新
設
し
、
体
制

を
強
化
す
る
。

　

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
広
域
的
な

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

防

災

教

育

問　

災
害
時
に
児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る

た
め
、
こ
の
10
年
間
に
ど
の
よ
う
な
防
災

教
育
を
進
め
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
一
昨
年
の

台
風
等
で
は
、
本
県
に
お
い
て
多
数
の
児

童
・
生
徒
が
帰
宅
で
き
な
い
な
ど
の
被
害

が
生
じ
て
お
り
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
度
の
防
災

教
育
調
査
の
結
果
を
基
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
上
で
、
防
災
教
育
の
モ
デ
ル
校
を
指

定
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
防
災
教

育
や
、
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
防
災
訓

練
等
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
小

学
校
で
は
「
児
童
の
引
き
渡
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
震
や
台
風
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
い
、
そ
の
成
果
を
研
修
会
を
通
じ
広
く

県
内
に
周
知
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
等
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た

ち
自
ら
が
、
命
を
守
る
安
全
な
行
動
を
取

れ
る
よ
う
、
防
災
教
育
を
進
め
て
い
く
。

停

留

所

の

安
全
性
確
保

問　

安
全
性
の
確
保
に
向
け
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

ま
ず
、
今
後
の
検
討
に
つ
い
て
、
国

が
主
体
と
な
り
、
バ
ス
協
会
、
道
路
管
理

者
、
自
治
会
お
よ
び
警
察
等
が
協
力
し
、

先
般
、
検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
優
先
順
位
を
踏
ま
え
つ
つ
、

安
全
対
策
が
必
要
な
停
留
所
ご
と
に
、
バ

ス
停
の
移
設
・
廃
止
、
バ
ス
ベ
イ
の
設
置
、

横
断
歩
道
の
移
設
の
他
、
注
意
喚
起
等
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
課
題
に
つ
い
て
、
県
警
と
し
て

は
、
国
お
よ
び
バ
ス
事
業
者
等
が
、
個
々

の
バ
ス
停
留
所
ご
と
に
安
全
対
策
を
検
討

す
る
際
に
は
、
県
警
本
部
と
各
警
察
署
が

緊
密
に
連
携
し
、
当
該
バ
ス
停
留
所
の
移

設
を
は
じ
め
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る

上
で
必
要
な
意
見
を
積
極
的
に
申
し
入

れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

県
警
と
し
て
は
、
本
取
り
組
み
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
交
通
安
全
教
育
や
「
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ

プ
活
動
」
を
引
き
続
き
推
進
し
、
歩
行
者

保
護
意
識
の
さ
ら
な
る
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。

教

育

環

境

の

整

備

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
、
自
殺
者
が
増
加
す
る
状
況
下
に
お

い
て
、
県
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談

事
業
を
、
今
後
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
事
業
は
、

今
年
度
か
ら
通
年
で
実
施
し
て
お
り
、
本

年
１
月
末
ま
で
に
延
べ
３
７
９
６
件
の
相

談
を
受
け
、
そ
の
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
係
し
た
相
談
も
１
４
５
件
受
け

付
け
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
を
利
用
し
た
生
徒
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
電
話
で
は
緊
張
し
て
相
談

で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
と
安
心
し

て
相
談
で
き
た
」「
周
り
に
も
気
付
か
れ

な
い
で
相
談
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
生
徒
の
悩
み
を
広
く
、
初

期
段
階
で
受
け
止
め
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は
、
相
談
日

を
１
日
増
や
し
、
週
３
日
に
拡
充
す
る
こ

と
と
し
、
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
等
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
。

代
表
質
問

代
表
質
問
か
ら
か
ら
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問
　
安
房
郡
市
内
の
び
わ
産
地
の
復
旧
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答　

房
総
半
島
台
風
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
び
わ
産
地
の
復
旧

に
向
け
、
倒
伏
し
た
木
の
立
ち
上
げ
や
、
植
え
替
え
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
加
え
、
苗
木
不
足
な
ど
に

よ
り
、
復
旧
は
５
割
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
農
協
や
生
産
者
団
体
と
連
携
し
、
県
が
育

成
す
る
苗
木
の
配
布
だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
も
苗
木
を
導
入
し
、

倒
伏
し
た
木
の
植
え
替
え
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
や
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
遊
休
化
の
恐
れ

が
あ
る
園
地
に
つ

い
て
、
び
わ
産
地

全
体
を
空
撮
し
た

マ
ッ
プ
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
意
欲

あ
る
担
い
手
へ
の

集
積
を
図
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
び

わ
産
地
の
復
興
を

進
め
て
い
く
。

旬を迎えるびわ

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。
　  傍聴される場合は、議会ホームページで最新の情報をご確認ください。

令和3年6月定例県議会 会期および議事・委員会予定（素案）

…テレビで生放送を予定しております。TV
…パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。

月　日 議事・委員会予定 開議時間
6月17日（木） 開会　　 TV 午前10時
23日（水） 質疑並びに一般質問 TV 〃
24日（木） 　　〃　　 TV 〃
25日（金） 　　〃   〃
28日（月） 　　〃   〃
29日（火） 　　〃   〃
30日（水） 　　〃   〃

7月 5日（月） 予算委員会  午前10時30分
6日（火） 　　〃   〃
7日（水） 常任委員会（商工労働・農林水産・県土整備・文教） 午前10時
8日（木） 　　〃　（総務防災・総合企画企業・健康福祉・環境生活警察） 〃

13日（火） 閉会   午後1時

　２月１６日（火）～１８日（木）の３日間にわ
たり予算委員会が開催されました。
　本委員会では、令和３年度予算議案につい
て、横断的・多角的に審査が行われ、活発な議
論が展開されました。

地域トピックス ～一般質問より～

南
房
総
ゾ
ー
ン
編

南
房
総
ゾ
ー
ン
編

予算委員会が開催されました

問　

４
月
に
更
新
さ
れ
る
ち
ば
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が

拡
充
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用
拡
大

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、
本
人
確
認

が
必
要
な
手
続
き
や
、
複
雑
な
申
請
様

式
で
も
電
子
申
請
が
可
能
に
な
る
。

　

今
後
は
、
新
た
に
拡
充
さ
れ
る
機
能

を
周
知
し
、
庁
内
や
市
町
村
に
対
し
て
、

さ
ら
な
る
利
用
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

問　

県
営
水
道
事
業
の
次
期
中
期
経
営

計
画
案
に
お
け
る
災
害
拠
点
病
院
や
防

災
拠
点
等
の
最
重
要
給
水
施
設
へ
の
管

路
の
耐
震
化
率
の
目
標
は
ど
う
か
。

答　

優
先
的
に
耐
震
化
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
計
画
期
間
の
最
終
年

度
で
あ
る
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
耐
震

化
率
を
80
％
以
上
に
す
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
自
宅
療
養
者
等
の
外
来
や
往
診
を
行

う
医
療
機
関
に
対
す
る
協
力
金
の
支
給

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
め

る
の
か
。

答　

医
療
機
関
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
外
来
や
往
診
に
対
応
す
る
医
療
機

関
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
療
養

者
等
の
診
療
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

問　

県
は
「
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
」
の
表
明
に
当
た
り
、
県
内
企
業
や

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

経
済
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

の
か
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

脱
炭
素
化
に
向
け
て
は
、
事
業
者

と
連
携
し
て
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
鉄
鋼
業
、
石
油
精
製
、

化
学
業
の
10
社
お
よ
び
経
済
関
係
６
団

体
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

県
と
し
て
は
、
県
民
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
温
暖
化
対
策
の
必
要
性
を
啓
発

す
る
な
ど
、
脱
炭
素
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
転
換
を
促
す
と
と
も
に
、
今

後
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
見

直
す
中
で
、
国
や
市
町
村
、
産
業
界
と

連
携
し
た
有
効
な
取
り
組
み
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

１
兆
１
４
０
０
億
円
と
い
う
過
去

最
大
の
融
資
枠
を
引
き
続
き
確
保
す
る

県
制
度
融
資
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
や

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
企
業
が
必
要
な
資
金
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
に
約
８
８
０
０
億
円
の

利
用
が
あ
り
、
年
度
末
に
向
け
て
、
資

金
需
要
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
必
要
な
融
資
枠
を
確
保
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
が
必
要
な
資
金
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
各
事
業
者
の
状
況

に
応
じ
た
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
金

融
機
関
に
対
し
、
柔
軟
な
対
応
を
引
き

続
き
要
請
す
る
な
ど
、
企
業
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。

問　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

防
疫
措
置
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
養
鶏
農
家
へ
の
支
援
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答　

本
県
に
お
い
て
11
事
例
が
発
生
し
、

商
工
労
働
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

５
件
の
防
疫
措
置
が
完
了
、
こ
の
う
ち

２
件
の
移
動
制
限
区
域
が
解
除
さ
れ
た
。

ま
た
、
残
る
６
件
に
つ
い
て
は
殺
処
分

が
２
月
22
日
ま
で
に
終
了
し
、
防
疫
措

置
を
進
め
て
い
る
。

　

支
援
に
つ
い
て
は
、
発
生
農
家
に
対

し
、
殺
処
分
し
た
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
に
つ

い
て
評
価
額
の
全
額
が
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
。
ま
た
、
移
動
等
が
制
限
さ
れ

た
農
場
に
対
し
て
は
、
売
り
上
げ
減
少

な
ど
損
失
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国
と

県
で
全
額
を
補
償
す
る
制
度
が
、
ま
た
、

経
営
支
援
と
し
て
は
融
資
制
度
が
そ
れ

ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問　

一
宮
川
改
修
事
務
所
の
来
年
度
の

人
員
体
制
は
、
ど
の
程
度
拡
充
さ
れ
る

の
か
。

答　

今
回
の
組
織
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
兼
務
職
員
で
対
応
し
て
い
た
用
地

業
務
に
つ
い
て
、
９
名
体
制
の
用
地
課

を
新
設
し
た
。

　

ま
た
、
改
修
課
と
復
興
課
を
再
編
し
、

鶴
枝
川
合
流
点
よ
り
上
流
に
対
応
す
る

復
興
第
一
課
10
名
と
、
下
流
に
対
応
す
る

復
興
第
二
課
９
名
の
、
19
名
体
制
と
な
る
。

問　

変
形
労
働
時
間
制
は
１
年
単
位
だ

が
、
４
月
か
ら
開
始
し
な
く
て
は
い
け

な
い
の
か
。

ま
た
、変
形
労
働
時
間
制
を
全
て
の
学

校
で
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　

４
月
か
ら
開
始
す
る
必
要
は
な
く
、

６
月
か
ら
の
３
カ
月
間
な
ど
期
間
を
設

定
し
、
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

導
入
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
学
校
や

職
員
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
な
い
が
、
総
労
働
時
間
の
縮
減

に
つ
な
が
る
の
で
多
く
の
学
校
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
適
用
を
希
望
す
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
本
制
度
を
適
用
で
き
る
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

主
な
質
疑
か
ら

各
常
任
委
員
会
の

学校（団体）名 氏名 備考

個
　
人

流山市立南流山小学校 髙木　悠之介 そろばん

流山市立西初石小学校 髙嶋　優 そろばん

八千代市立高津小学校 鈴木　唯斗 囲碁

袖ケ浦市立蔵波小学校 佐久間　千那 図書館調査学習

東金市立東小学校 石田　葉琉 作文

船橋市立飯山満南小学校 大久保　優樹奈 メッセージ

我孫子市立我孫子中学校 飛田　紫緒里 ホームソーイング

富津市立大佐和中学校 鈴木　杏佳 標語

松戸市立古ケ崎中学校 肥塚　紗奈 作文

流山市立おおたかの森中学校 大岩　宝新 ヴァイオリン

袖ケ浦市立昭和中学校 柳田　蓮 図書館調査学習

千葉市立土気南中学校 吉田　春香 ポスター

千葉県立千葉女子高等学校 宮澤　結友 作文

渋谷教育学園幕張高等学校 大野　綾夏 作文

鎌ケ谷市立鎌ケ谷小学校 ※ 村上　絢音 そろばん

市川高等学校 ※ 伊勢田　知広 そろばん

千葉県立袖ヶ浦高等学校 ※ 白井　綾音 書道

団
　
体

習志野市立谷津小学校 合奏

千葉市立幕張西中学校 おべんとう制作

船橋市立行田東小学校 ※ 合奏

学校（団体）名 氏名 備考

個
　
人

千葉大学教育学部附属小学校 森　遼人 フィギュアスケート

千葉市立緑が丘中学校 馬場　せせら 新体操

四街道市立四街道西中学校 牧野　友哉 陸上

君津市立君津中学校 藤井　清雅 陸上

植草学園大学附属高等学校 吉岡　詩果 フィギュアスケート

成田高等学校 小坂井　智絵 クロスカントリー

日本体育大学柏高等学校 TUVAADORJ BUKHCHULUUN レスリング

八千代松陰高等学校 石井　優吉 陸上

船橋市立船橋高等学校 日髙　大輝 体操

船橋市立船橋高等学校 江俣　有寿彩 体操

印西市立原小学校 ※ 菊池　柚子 体操

酒々井町立酒々井中学校 ※ 前田　拓輝 陸上

東邦大学付属東邦中学校 ※ 岡留　大和 水泳

団
　
体

日本体育大学柏高等学校 レスリング

東京学館高等学校 体操

ダンススタジオみやおか（足立拓海・木下真代） ※ ダンス

ダンススタジオみやおか（木下将希・小西乙愛） ※ ダンス

※３月１８日に新たに６個人、３団体が表彰されました。

令和2年度　千葉県議会　児童・生徒表彰受賞者（スポーツ部門）令和2年度　千葉県議会　児童・生徒表彰受賞者（学芸部門）



ちば県議会だより  令和3年［2021年］5月5日（水曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みの他、県庁総合案内、地域振興事務所などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
保
健
所
の
体
制
整
備

▼
千
葉
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例

▼
県
警
に
お
け
る
女
性
幹
部
職
員
の
登
用

▼
わ
い
せ
つ
行
為
を
し
た
教
員
へ
の
対
応

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策

▼
消
防
広
域
化

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促
進

▼
地
籍
調
査
の
推
進

▼
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

▼
キ
ョ
ン
対
策

▼
Ｊ
Ｒ
外
房
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

▼
県
立
高
校
の
重
要
性

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
等
の
災
害

か
ら
の
復
旧

▼
ナ
ラ
枯
れ
被
害
へ
の
対
策

▼
山
地
治
山
事
業

立千民

竹
たけ

内
うち

圭
けい

司
じ

議員
（千葉市緑区）

2
月
5
日（
金
）

自民党

瀧
たき

田
た

敏
とし

幸
ゆき

議員
（印西市・印旛郡栄町）

自民党

小
こう

路
じ

正
まさ

和
かず

議員
（いすみ市）

2
月
8
日（
月
）

自民党

川
かわ

名
な

康
こう

介
すけ

議員
（鴨川市・南房総市・安房郡）

▼
令
和
元
年
の
台
風
15
号
等
に
お
け
る

被
災
住
宅
へ
の
支
援
状
況

▼
船
形
漁
港
の
活
性
化

▼
館
山
湾
の
活
用

▼
県
立
館
山
運
動
公
園

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
労
働
者
協
同
組
合
法
施
行

▼
都
市
農
業

▼
特
殊
詐
欺

▼
医
療
・
福
祉

▼
移
住

▼
河
川
問
題

▼
長
生
郡
市
に
お
け
る
施
設
整
備

▼
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
教
育
問
題

▼
道
路
問
題

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」の
活
用

▼
ち
ば
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
防
災
対
策

▼
東
葉
高
速
鉄
道

自民党

三
み

沢
さわ

智
さとし

議員
（館山市）

公明党

藤
ふじ

井
い

弘
ひろ

之
ゆき

議員
（松戸市）

無所属

市
いち

原
はら

淳
あつし

議員
（茂原市）

自民党

中
なか

沢
ざわ

裕
ひろ

隆
たか

議員
（柏市）

2
月
9
日（
火
）

自民党

茂
も

呂
ろ

剛
つよし

議員
（八千代市）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

▼
防
災
啓
発

▼
道
路
問
題

▼
農
業
問
題

▼
児
童
相
談
所
運
営
と
子
ど
も
の
権
利
擁
護

▼
令
和
元
年
の
台
風
で
住
ま
い
を
失
っ
た

被
災
者
へ
の
対
応

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

▼
病
院
会
計
の
経
営
改
善

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

▼
教
育

▼
病
院
事
業
会
計

▼
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
・
拡
充

▼
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
・
拡
充

▼
介
護
保
険
制
度
の
充
実
・
強
化

▼
市
県
民
税
の
納
税
猶
予
・
延
長

▼
市
川
児
童
相
談
所
船
橋
支
所
の
設
置

▼
商
店
街
が
整
備
す
る
街
路
灯
へ
の
支
援

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
施
策
へ
の
取
り
入
れ

▼
知
事
の
靖
國
神
社
参
拝

自民党

秋
あき

本
もと

享
みち

志
ゆき

議員
（白井市）

千翔会

岩
いわ

波
なみ

初
はつ

美
み

議員
（鎌ケ谷市）

無所属

川
かわ

井
い

友
とも

則
のり

議員
（松戸市）

立千民

網
あみ

中
なか

肇
はじめ

議員
（千葉市中央区）

2
月
10
日（
水
）

自民党

中
なか

村
むら

実
みのる

議員
（船橋市）

▼
海
岸
高
潮
対
策

▼
自
殺
者
対
策

▼
高
齢
者
の
孤
立
化
防
止
対
策

▼
女
性
の
視
点
か
ら
見
た
防
災

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
２
０
２
１
年
度
予
算
案

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
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ナ
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の
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障
が
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ほ
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自民党

宮
みや

坂
さか

奈
な

緖
お

議員
（浦安市）

共産党

み
み

わ
わ

由
よし

美
み

議員
（松戸市）

自民党

髙
たか

橋
はし

祐
ゆう

子
こ

議員
（富里市）

2
月
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日（
金
）

立千民

鈴
すず

木
き

陽
よう

介
すけ

議員
（四街道市）

自民党

佐
さ

藤
とう

健
けん

二
じ

郎
ろう
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（習志野市）

▼
海
岸
漂
着
物
対
策

▼
災
害
対
策（
小
糸
川
・
湊
川
）

▼
国
道
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２
７
号
城
山
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ン
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▼
県
立
富
津
公
園
の
活
用
と
整
備

自民党

𠮷
よし

本
もと

充
みつる

議員
（富津市）

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　

2
月

検
索

2月定例県議会 知事あいさつ 
◎新型コロナウイルス感染症
　本県の新規感染者数は、１２月中旬から下旬にかけて急激に増加し、
年末年始には２００名を超える日が続いていたことから、１月２日に、
１都３県で連携し、国に対して緊急事態宣言の発出を検討するよう要
望するとともに、１月４日には、県内全域の飲食店の皆さまに対し、２０
時まで営業時間を短縮していただくこと等について協力を要請し、ご
協力いただいた中小企業等の皆さまに対しては、協力金を支給するこ
ととしたところです。
　その後、１月７日には、国による２度目の緊急事態宣言が行われたと
ころであり、これを受けて、営業時間の短縮をお願いする期間を延長す
るとともに、大企業まで協力金の支給対象を拡大致しました。
　また、１月１２日には、私自身、県内の飲食店を視察し、直接、事業者の
皆さまに対し、感染症の拡大防止にご協力をお願いしたところです。
　しかし、その後も、感染拡大は収まらず、１月１５日には新規感染者数
が過去最高の５０４人となるなど、大変憂慮すべき事態となりました。
　私は、このままの感染状況が続き、医療崩壊が進行していく事態を何
としても防ぐため、県として、医療提供体制の強化に向けて、可能な限
りの対策を打つことが必要と考えました。
　そこで、１月２２日には病床確保計画のフェーズを最高ランクに引き
上げるとともに、医療機関の皆さまに対して、これまでコロナウイルス
感染症患者の受け入れをしていない病院を含め、さらなる病床確保に
ご協力のお願いを致しました。
　また、がんセンター旧病棟を活用した臨時医療施設を、２月上旬に開
設し、最大で６６床の病床を確保することと致しました。
　さらに、軽症者等のための宿泊療養施設を、新たに千葉市内に確保
し、１月２７日から受け入れを開始致しました。
　また、不幸にも自宅療養中の方がお亡くなりになる事例が発生した
こと等を踏まえ、病床のひっ迫により自宅療養をされている方への対
応に万全を期すため、１２月下旬から保健所で配布しているパルスオ
キシメーターについて、活用を拡大することと致しました。
　県では、こうしたできる限りの対策を行っているところですが、感染
の拡大が収まらなければ、国による緊急事態宣言の延長や、より一層の
強い措置が必要になることも考えられます。
　こうした事態を避けるためには、県民の皆さま一人一人が、危機意識
を持って、人と人との接触を極力減らす行動を取ることが何よりも重
要です。
　毎朝、主要な駅において、県の職員がプラカードを持って外出自粛を
呼び掛けているところですが、県民の皆さまにおかれては、不要不急の
外出を、昼夜を問わず控えていただくこと、また、会話をする際のマス
ク着用を徹底していただくこと、これだけは実践してください。

　いま一度、感染防止対策の徹底へのご協力を何とぞよろしくお願い
申し上げます。

◎高病原性鳥インフルエンザ
　昨年の１２月２４日および今月１１日に、いすみ市の農場において高
病原性鳥インフルエンザが発生しました。
　新型コロナウイルス対策のさなかではありましたが、県では、発災後
速やかに対策本部を立ち上げ、全庁を挙げた応援体制を構築するとと
もに、地元市、自衛隊、関係団体等と連携し、全国最大規模の約２３０万
羽の殺処分を完了致しました。
　昼夜を徹しての作業に従事していただいた自衛隊の皆さま、ご協力いた
だいた国、地元市、関係団体等の皆さまに対し、心から感謝を申し上げます。
　埋却や鶏舎・農場内の清掃・消毒等も含めた防疫措置についても、
２月中旬には終了するめどがついたところです。
　しかし、こうした矢先、１月２１日および２４日に、それぞれ横芝光
町・匝瑳市において、新たな発生事案が確認されました。
　両事案ともに２日後には防疫措置が完了したものの、県内では短期
間に４件もの発生が確認されたことになり、強い警戒感をもって対応
する必要があると考えております。
　何としても、これ以上の発生を防ぐため、県内全ての養鶏場等につい
て、野鳥や小動物の侵入防止や農場内の消毒の実施等の衛生管理基準
の遵守徹底を図るなど、県として最大限の対策に努めてまいります。

◎令和３年度当初予算案他
　このたび提案致しました案件は、令和３年度当初予算案、令和２年度
の補正予算案、各種条例案およびその他附帯議案の８０議案の他、報告

２件です。
　令和３年度当初予算は、３月に知事選挙を控えていることから「骨格
予算」として編成しました。
　このため、当初予算案には、人件費、社会保障費、公債費等の義務的な
経費と、継続事業や、工程上、年度当初から着手することが必要な事業
を計上致しました。
　なお、政策的な判断を要する経費や補助制度の創設などの新規事業、
基盤整備のうち新規着手分などについては、「肉付け予算」として、６月
補正予算で対応することを予定しています。
　また、新型コロナウイルス感染症対策については、医療提供体制の整
備などに必要な費用を見込みました。
　その結果、一般会計の予算規模は、１兆９８９８億１６８２万余円で、
前年度当初予算と比べ９．４％の増となっています。
　さらに、令和２年度の２月補正予算において、国の補正予算に対応し
た防災・減災対策などの経費を３７３億円計上しており、当初予算と一
体として、事業を実施してまいります。

　この他、主な事業として「新型コロナウイルス感染症対策」、「デジタ
ル社会の推進」、「子ども・子育て」、「福祉・医療」などの概要説明があ
りました。
　さらに、令和２年度２月補正予算案、提出された主な議案の概要につ
いての説明の後、北千葉道路についてなど、当面する諸問題について報
告がありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧になれます。
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